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思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま

P3　勤労青少年ホーム閉館のお知らせ
P4　特集　公共施設シンポジウム
P6　消防団役員紹介
５日は「こどもの日」。市内各地で活躍している子
どもたちの笑顔が増えることは「たかはまの財産」
ですね。

元気よく！笑顔で！
こどもはまちの宝物
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相 談各種
市長との対話日
6月2日（金）　午前９時～正午　市長応接室
※5月25日（木）までに□市人事グループ（ 内線309）へ申込
※公務の都合により変更になる場合があります。
税務相談（税理士）
５月９日（火）　午後１時～３時　市役所相談室
※相続・贈与・譲渡・住宅取得・申告などに関する税一般
予約優先（内線264）
労働相談（西三河事務所職員）
５月1０日（水）　午後１時～4時　市役所相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金・労働時間など）
予約制（内線264）

市民相談（□市市民生活グループ職員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　市役所相談室

※市役所への意見・要望など（内線264）
日系人相談（ポルトガル語のわかる相談員）
平日　午前８時30分～午後５時　
□市市民生活グループ（内線264）

※庁舎内の案内、通訳など
人権相談（人権擁護委員）
5月11日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題（内線264）
行政相談（行政相談委員）
５月11日（木）　午後1時～3時　市役所相談室
※国・県・市などに対する苦情・要望など（内線264）
消費生活相談（消費生活相談員）
毎週水曜日　午後1時～４時　市役所相談室
※消費者トラブルの相談など（内線264）
教育相談
月～金　午後１時～４時30分　
ほっとスペース（いきいき広場３階）
※事前に、ほっとスペース（☎53－5101）または
□市学校経営グループ（内線345）へ申込
心配ごと相談（弁護士）
５月１１日（木）・１８日（木）、６月1日（木）・1５日（木）
午後１時～３時45分　いきいき広場
※予約制。社会福祉協議会（☎52－2002）へ申込
介護保険相談（□市介護保険・障がいグループ職員）
平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場
※予約制。いきいき広場（☎52－9871）へ申込
家庭児童相談（家庭児童相談員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－9872）　※子どもと家庭の悩みごとなど
母子・父子自立支援相談（母子・父子自立支援員）
平日　午前9時～午後4時　いきいき広場
（☎52－987２）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など
心理相談（臨床心理士）
毎週水曜日　午後１時～3時　
※予約制。いきいき広場（☎52－9871）へ申込
障がい相談（相談支援専門員）
平日　午前８時30分～午後５時15分　
いきいき広場（☎54－3009）

高浜市役所 ☎ 52－1111
■℻ 52－1110

笑顔の写真 平成28年度応募作品より
…nice pictures. Your smile

5月

人口と世帯数（平成29年４月1日現在） ■人　口／47,661人　（男　24,726人・女　22,935人）■世帯数／19,181世帯

問合せ先　子どもと大人の関係を考える委員会事務局
[いきいき広場内文化スポーツグループ内]
（内線330）　　
Eメールbunka@city.takahama.lg.jp

「笑顔の中心」
笹岡　久美子さん

ねぇねもにぃにも大好き♡そ
の笑顔で家族みんなも笑顔に
なるよ。

今年はうさぎと
「はいチーズ♥」
近藤　希実さん

夏休みの旅行で行った
石川県「月うさぎの里」。
初めて抱っこしたうさ
ぎに大興奮の弟と、大
満足のお姉ちゃん。２
人の表情の違いがおも
しろい１枚です。

5月のカレンダー

14

日

9

13

7

火

金

日

土

18：30 青パト講習会（吉浜公民
館）

9：00 オニマルシェ（観光案内所
ONI-House前）

10：30 中学生とあかちゃん親子
のふれ愛交流事業（高浜中学校）
※以降毎週火曜日開催

10：00 人形小路花まつり（人形
小路一帯）

9：00 南部まち協「青空市」（あ
っぽ）※以降毎週日曜日開催

家族そろって食べる日
（食育の日）

19

24 水
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お し ら せ

問合せ先　子育て応援団　PamPamチャイルド（古橋）　☎52－6598

問合せ先　衣浦衛生組合　☎41－3479

市では、少子化・高齢化の進展といった人口構造や財政状況の変化などを見据え、持続可能な自治体経営を進めて
いくため、「公共施設あり方検討」に取り組んでいます。公共施設の機能移転・集約による施設総量の圧縮、財政負担
の軽減をはかるなかで、勤労青少年ホームについては、その機能を市内体育施設および各地区公民館に集約化してい
くことから、８月３１日（木）をもって閉館します。また、閉館にともない9月1日（金）以降の南テニスコートの利用受付
場所が高浜市体育センターとなります。

８月３１日（木）をもって勤労青少年ホームを閉館します

衣浦衛生組合は、高浜市と碧南市で構成されている一部事務組合です。
当組合の主な事業と予算についてその概要をお知らせします。

主な事業
①し尿処理（衛生センター）
各家庭から収集された、生し尿、浄化槽汚泥の処理を行
っています。
②ごみ処理（クリーンセンター衣浦）
各家庭から収集された、可燃ごみ、粗大・不燃ごみの処理
や、事業系のうち一般廃棄物（ごみ）の処理を行っています。
③ごみ再生処理（リサイクルプラザ）
まだ再利用できると判断された粗大ごみの展示・販売(入
札)や家庭にある不用品で、まだ使える物の出品･展示･販
売（ショップ）を行っています。
④温水プールと浴場(風呂)の運営（サン･ビレッジ衣浦）
クリーンセンターのごみ焼却余熱を利用した温水プール、
風呂施設の運営を行っています。
⑤火葬場の運営（衣浦斎園）
待合・斎場棟にて規格葬儀の利用ができます。

平成２９年度　衣浦衛生組合一般会計予算の公表

中学生とあかちゃん親子のふれ愛交流事業協力者親子募集
子育て応援団PamPamチャイルドでは、中学３年生の家庭科の授業の一環として、あかちゃん親子との交流の
機会を提供しています。参加する中学生にとって、命のつながりを実感できる貴重な機会になります。保護者の方
には、あかちゃんの世話や遊び相手をする中学生を見守りながら、あかちゃんと接するポイントや子どもに対する
思いを伝えてもらいます。
ママ友づくりにもつながります。

と　き　５月９日・16日・23日・30日、６月６日・13日・20日・27日
（全て火曜日）　
午前10時30分～受付／11時45分終了予定　※全日参加可
都合が悪い日は事前連絡してください。　

ところ　高浜中学校　※南中学校は９・10月を予定
募　集　１歳未満のあかちゃんとその保護者30組程度　※きょうだいで参加の場合は、１歳以上の子も参加可
申　込　Ｅメールで、あかちゃんの①名前（同伴きょうだいの名前も）、②生年月日、

③保護者氏名、④連絡先（Ｅメールアドレス、電話番号）を送信　
Ｅメール　hidamari-house@katch.ne.jp

※折り返し、主催者から申込完了の確認メールを返信します。

問合せ先　・勤労青少年ホーム閉館について　いきいき広場内文化スポーツグループ　☎52－1111（内線331）
・南テニスコート利用予約　たかはまスポーツクラブ（体育センター内）　☎52－3415

平成２９年度予算の概要

206,423

金額（千円） 内容款

187,600

分担金及び
負担金

組 合 債

繰 越 金
諸 収 入

財産収入

使用料及び
手数料

歳
入

29,000

3,301

16,373

1,323,294

し尿処理、ごみ処理、リサイクルプラ
ザ、サン・ビレッジ衣浦、衣浦斎園の
施設貸付収入

資源リサイクル物の売却金など
28年度からの繰越予定額

し尿処理、ごみ処理、リサイクルプラ
ザ、サン・ビレッジ衣浦、衣浦斎園の
施設使用料など

高浜市・碧南市からの分担金

合　計

クリーンセンター衣浦延命化工事に
ともなう地方債

1,765,991

予 備 費
公 債 費

議 会 費
総 務 費
衛 生 費

488
53,065

歳
出 1,629,179

10,000
73,259

組合議会運営にともなう費用

清掃・環境事業にともなう費用
建設事業費借入金償還費用

組合総括事業にともなう費用

合　計 1,765,991
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問合せ先　子育て応援団　PamPamチャイルド（古橋）　☎52－6598

問合せ先　衣浦衛生組合　☎41－3479

市では、少子化・高齢化の進展といった人口構造や財政状況の変化などを見据え、持続可能な自治体経営を進めて
いくため、「公共施設あり方検討」に取り組んでいます。公共施設の機能移転・集約による施設総量の圧縮、財政負担
の軽減をはかるなかで、勤労青少年ホームについては、その機能を市内体育施設および各地区公民館に集約化してい
くことから、８月３１日（木）をもって閉館します。また、閉館にともない9月1日（金）以降の南テニスコートの利用受付
場所が高浜市体育センターとなります。

８月３１日（木）をもって勤労青少年ホームを閉館します

衣浦衛生組合は、高浜市と碧南市で構成されている一部事務組合です。
当組合の主な事業と予算についてその概要をお知らせします。

主な事業
①し尿処理（衛生センター）
各家庭から収集された、生し尿、浄化槽汚泥の処理を行
っています。
②ごみ処理（クリーンセンター衣浦）
各家庭から収集された、可燃ごみ、粗大・不燃ごみの処理
や、事業系のうち一般廃棄物（ごみ）の処理を行っています。
③ごみ再生処理（リサイクルプラザ）
まだ再利用できると判断された粗大ごみの展示・販売(入
札)や家庭にある不用品で、まだ使える物の出品･展示･販
売（ショップ）を行っています。
④温水プールと浴場(風呂)の運営（サン･ビレッジ衣浦）
クリーンセンターのごみ焼却余熱を利用した温水プール、
風呂施設の運営を行っています。
⑤火葬場の運営（衣浦斎園）
待合・斎場棟にて規格葬儀の利用ができます。

平成２９年度　衣浦衛生組合一般会計予算の公表

中学生とあかちゃん親子のふれ愛交流事業協力者親子募集
子育て応援団PamPamチャイルドでは、中学３年生の家庭科の授業の一環として、あかちゃん親子との交流の
機会を提供しています。参加する中学生にとって、命のつながりを実感できる貴重な機会になります。保護者の方
には、あかちゃんの世話や遊び相手をする中学生を見守りながら、あかちゃんと接するポイントや子どもに対する
思いを伝えてもらいます。
ママ友づくりにもつながります。

と　き　５月９日・16日・23日・30日、６月６日・13日・20日・27日
（全て火曜日）　
午前10時30分～受付／11時45分終了予定　※全日参加可
都合が悪い日は事前連絡してください。　

ところ　高浜中学校　※南中学校は９・10月を予定
募　集　１歳未満のあかちゃんとその保護者30組程度　※きょうだいで参加の場合は、１歳以上の子も参加可
申　込　Ｅメールで、あかちゃんの①名前（同伴きょうだいの名前も）、②生年月日、

③保護者氏名、④連絡先（Ｅメールアドレス、電話番号）を送信　
Ｅメール　hidamari-house@katch.ne.jp

※折り返し、主催者から申込完了の確認メールを返信します。

問合せ先　・勤労青少年ホーム閉館について　いきいき広場内文化スポーツグループ　☎52－1111（内線331）
・南テニスコート利用予約　たかはまスポーツクラブ（体育センター内）　☎52－3415

平成２９年度予算の概要

206,423

金額（千円） 内容款

187,600

分担金及び
負担金

組 合 債

繰 越 金
諸 収 入

財産収入

使用料及び
手数料

歳
入

29,000

3,301

16,373

1,323,294

し尿処理、ごみ処理、リサイクルプラ
ザ、サン・ビレッジ衣浦、衣浦斎園の
施設貸付収入

資源リサイクル物の売却金など
28年度からの繰越予定額

し尿処理、ごみ処理、リサイクルプラ
ザ、サン・ビレッジ衣浦、衣浦斎園の
施設使用料など

高浜市・碧南市からの分担金

合　計

クリーンセンター衣浦延命化工事に
ともなう地方債

1,765,991

予 備 費
公 債 費

議 会 費
総 務 費
衛 生 費

488
53,065

歳
出 1,629,179

10,000
73,259

組合議会運営にともなう費用

清掃・環境事業にともなう費用
建設事業費借入金償還費用

組合総括事業にともなう費用

合　計 1,765,991
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広報たかはま　H29.5.14

◎施設の複合化で多世代が同じ空間にいることで、自然な交流のなかでお互いの状況を知ること
ができる。

◎地域開放ではなく地域施設としての学校。
◎セキュリティのレベルは地域差が大きく本当にさまざまです。
◎ワクワクする公共施設再編。
◎公共施設再編は単なる統廃合ではなく、これまでの枠組みや管轄意識というものを超えて、新
しい将来に向けての関係を作っていくチャンス。

◎セキュリティ・交流・コミュニティは竣工した後も続く非常に重要な課題。これは地域の方が
本気にならないと解決しない問題。

◎これからの世代に明るい未来を示すため、明るい未来を見ようとする努力がとても重要。
◎笑顔で取り組む！

ー高浜市の「公共施設のあり方」や動き始めた「高浜小学校等整備事業（高浜小学校への公共施設の複
合化）」について、市民の皆さまが抱える疑問や不安について、全国事例を交えながらみんなでいっし
ょに考えていきたいー
これから高浜市が歩もうとしている学校を拠点とした公共施設のカタチを１人でも多くの市民に関心

を持っていただくため開催された高浜市公共施設シンポジウム「学校を拠点とした公共施設のカタチ」
について報告します。
当日は約１００人の方に参加をいただき、第１部では千葉工業大学准教授の倉斗綾子先生による基調

講演「学校を拠点とした公共施設のカタチ」を、第２部では高浜市のまちづくりに詳しい日本福祉大学
教授の吉村輝彦先生をコーディネーターに、基調講演をいただいた倉斗綾子先生と高浜小学校等整備事
業選定評価委員会の委員でもある名古屋市立大学教授の鈴木賢一先生を鼎談者としてお迎えし「そこが
知りたい！学校を拠点とした公共施設のカタチ」と題し、参加者から事前にいただいた質問・意見につ
いてさまざまな事例を交えながらお話をいただきました。

第１部の基調講演では、文部科学省の「学校施設と他の公共施設等の
複合化検討部会」委員も務める倉斗先生より、学校施設の複合化事例を
見ながら、複合化によってどのようなシーンが生まれているのかなど今
後の高浜市の公共施設のあり方につながるさまざまなキーワードが出て
きました。

第１部 学校を拠点とした公共施設のカタチ

ー高浜市の「公共施設のあり方」や動き始めた「高浜小学校等整備事業（高浜小学校への公共施設の複
合化）」について、市民の皆さまが抱える疑問や不安について、全国事例を交えながらみんなでいっし

高浜市公共施設シンポジウム（3月26日開催）

「学校を拠点とした公共施設のカタチ」
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高浜市公共施設シンポジウム
「学校を拠点とした
公共施設のカタチ」
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広報たかはま　H29.5.1 5

高浜市公共施設シンポジウム「学校を拠点とした公共施設のカタチ」

どんなに人口が減ったとしても学校は学校としてあり続ける。大事にしていく
ことで、地域の拠点になっていくんだと思います。高浜市が今まで、まちづくり
協議会とかいろんなところで小学校区単位でやってきたことが、学校とうまく重
なり合っていくと避難の話なんかに関してもうまく機能していくと思います。た
だし、先に仕組みがあって市民の皆さんどうぞということではよくなくて、やは
り市民が自分の小学校区だ、シンボルのひとつとして学校があるんだ、という思
いをもってそこにどうかかわっていけるのかということがカギだと思います。

◎複合化に向けたプロセス
自分もそこにかかわったっていう意識をいかに持ってもらうかっていうことがポイント。例えば使い方
の部分でどう市民が関われるかっていうことを、当事者としてかかわれるようになると、「どうしてくれ
るんだ」っていう対立的な意見ではなく「どうしようか」ってなっていく。

◎複合化に伴うセキュリティ対策
電子的なものに頼っていては、とても息苦しいってみんなわかっているはず。要所要所に大人の目がき
ちっと入っていることで安心が生まれる。セキュリティに関しては、そこで個別に地域の人たちがどうい
う関わりが持てるかとか、そのコミュニティがどういう性格を持っているかだとか、そういうあたりで自
分たちで回答を見つけていかないと難しいと思う。

◎プールの民間活用
自分が通ったプールがかならずしも当たり前なのかどうか、どういうことが本当にいいのかということ

を１回考えてみることが大事なんじゃないのかな。あって当たり前、でも実際使ってないのもそれが当た
り前とはいいきれないところに今きている。

◎避難拠点としての活用
学校が地域に閉ざされている場所だとするといざというときにどんな感じかわからない。自分たちが行
っていい場所だという位置づけに学校がなっていくことで避難拠点として機能しやすくなる。
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お互いに違う世代が視界にいるという根本的安心感。
みんなが集まって、いろんな世代の人がこの社会を作っ
ているんだって感じる環境を作る意味でも学校の複合化
というのをもっとやっていきたい。
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大
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授

倉
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子
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生

これから新しく高浜小学校を作ろうというときに学校
づくりというようなスタンスではなくて、地域施設をつ
くろうというスタンスに立たないとイメージは変わって
いかないかなと思います。

第２部では、高浜小学校等整備事業や高浜市が進める公共施
設のあり方などについて、参加者から事前にいただいた質問や
意見をコーディネーターが大別し、全国各地のさまざまな事例
を知る講師に類型的に先進的な事例を交えてお答えいただき、
学校を拠点とした公共施設のカタチに対する理解をさらに深め
ていきました。
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第２部 そこが知りたい！学校を拠点とした公共施設のカタチ

そこが知りたい！
※参加者からの質問・意見を大別し、それに対し
講師からいただいたコメントの抜粋
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広報たかはま　H29.5.14

◎施設の複合化で多世代が同じ空間にいることで、自然な交流のなかでお互いの状況を知ること
ができる。

◎地域開放ではなく地域施設としての学校。
◎セキュリティのレベルは地域差が大きく本当にさまざまです。
◎ワクワクする公共施設再編。
◎公共施設再編は単なる統廃合ではなく、これまでの枠組みや管轄意識というものを超えて、新
しい将来に向けての関係を作っていくチャンス。

◎セキュリティ・交流・コミュニティは竣工した後も続く非常に重要な課題。これは地域の方が
本気にならないと解決しない問題。

◎これからの世代に明るい未来を示すため、明るい未来を見ようとする努力がとても重要。
◎笑顔で取り組む！

ー高浜市の「公共施設のあり方」や動き始めた「高浜小学校等整備事業（高浜小学校への公共施設の複
合化）」について、市民の皆さまが抱える疑問や不安について、全国事例を交えながらみんなでいっし
ょに考えていきたいー
これから高浜市が歩もうとしている学校を拠点とした公共施設のカタチを１人でも多くの市民に関心

を持っていただくため開催された高浜市公共施設シンポジウム「学校を拠点とした公共施設のカタチ」
について報告します。
当日は約１００人の方に参加をいただき、第１部では千葉工業大学准教授の倉斗綾子先生による基調

講演「学校を拠点とした公共施設のカタチ」を、第２部では高浜市のまちづくりに詳しい日本福祉大学
教授の吉村輝彦先生をコーディネーターに、基調講演をいただいた倉斗綾子先生と高浜小学校等整備事
業選定評価委員会の委員でもある名古屋市立大学教授の鈴木賢一先生を鼎談者としてお迎えし「そこが
知りたい！学校を拠点とした公共施設のカタチ」と題し、参加者から事前にいただいた質問・意見につ
いてさまざまな事例を交えながらお話をいただきました。

第１部の基調講演では、文部科学省の「学校施設と他の公共施設等の
複合化検討部会」委員も務める倉斗先生より、学校施設の複合化事例を
見ながら、複合化によってどのようなシーンが生まれているのかなど今
後の高浜市の公共施設のあり方につながるさまざまなキーワードが出て
きました。

第１部 学校を拠点とした公共施設のカタチ

ー高浜市の「公共施設のあり方」や動き始めた「高浜小学校等整備事業（高浜小学校への公共施設の複
合化）」について、市民の皆さまが抱える疑問や不安について、全国事例を交えながらみんなでいっし

高浜市公共施設シンポジウム（3月26日開催）

「学校を拠点とした公共施設のカタチ」
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広報たかはま　H29.5.1 5

高浜市公共施設シンポジウム「学校を拠点とした公共施設のカタチ」

どんなに人口が減ったとしても学校は学校としてあり続ける。大事にしていく
ことで、地域の拠点になっていくんだと思います。高浜市が今まで、まちづくり
協議会とかいろんなところで小学校区単位でやってきたことが、学校とうまく重
なり合っていくと避難の話なんかに関してもうまく機能していくと思います。た
だし、先に仕組みがあって市民の皆さんどうぞということではよくなくて、やは
り市民が自分の小学校区だ、シンボルのひとつとして学校があるんだ、という思
いをもってそこにどうかかわっていけるのかということがカギだと思います。

◎複合化に向けたプロセス
自分もそこにかかわったっていう意識をいかに持ってもらうかっていうことがポイント。例えば使い方
の部分でどう市民が関われるかっていうことを、当事者としてかかわれるようになると、「どうしてくれ
るんだ」っていう対立的な意見ではなく「どうしようか」ってなっていく。

◎複合化に伴うセキュリティ対策
電子的なものに頼っていては、とても息苦しいってみんなわかっているはず。要所要所に大人の目がき
ちっと入っていることで安心が生まれる。セキュリティに関しては、そこで個別に地域の人たちがどうい
う関わりが持てるかとか、そのコミュニティがどういう性格を持っているかだとか、そういうあたりで自
分たちで回答を見つけていかないと難しいと思う。

◎プールの民間活用
自分が通ったプールがかならずしも当たり前なのかどうか、どういうことが本当にいいのかということ

を１回考えてみることが大事なんじゃないのかな。あって当たり前、でも実際使ってないのもそれが当た
り前とはいいきれないところに今きている。

◎避難拠点としての活用
学校が地域に閉ざされている場所だとするといざというときにどんな感じかわからない。自分たちが行
っていい場所だという位置づけに学校がなっていくことで避難拠点として機能しやすくなる。
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お互いに違う世代が視界にいるという根本的安心感。
みんなが集まって、いろんな世代の人がこの社会を作っ
ているんだって感じる環境を作る意味でも学校の複合化
というのをもっとやっていきたい。
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これから新しく高浜小学校を作ろうというときに学校
づくりというようなスタンスではなくて、地域施設をつ
くろうというスタンスに立たないとイメージは変わって
いかないかなと思います。

第２部では、高浜小学校等整備事業や高浜市が進める公共施
設のあり方などについて、参加者から事前にいただいた質問や
意見をコーディネーターが大別し、全国各地のさまざまな事例
を知る講師に類型的に先進的な事例を交えてお答えいただき、
学校を拠点とした公共施設のカタチに対する理解をさらに深め
ていきました。
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第２部 そこが知りたい！学校を拠点とした公共施設のカタチ

そこが知りたい！
※参加者からの質問・意見を大別し、それに対し
講師からいただいたコメントの抜粋
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広報たかはま　H29.5.16

近年、全国的に団員減少が問題となっていますが
高浜市においても厳しい状況となっています。そん
ななかでも全国各地で災害は発生しており、消防団
活動の需要も高まっております。団員確保は重要課
題であり、さまざまな施策を推進しておりますが、「市
民が安心して暮らせるまちづくり」は市民の皆さんの
協力なしでは実現できません。
我々消防団も団員一丸となって邁進する所存であ

りますので、今後とも理解と協力をお願いします。

高浜市消防団長　神　谷　浩　史

高浜市消防団役員紹介

高浜市
消防団員
募集

本　　団

副団長　神谷 和寿 団長　神谷 浩史

南部地区（第2分団）

副分団長　鈴木 寛之 分団長　岡本 昌也

東部地区（第４分団）

副分団長　野々山 啓 分団長　矢代 健太郎

中部地区（第１分団）

副分団長　柘植 一馬 分団長　澤田 将也

北部地区（第３分団）

副分団長　坂本 直敏 分団長　村瀬 拓哉

高浜市消防団員には、自営業、サラリーマン、公務員、学生などさまざまな人が入団して
おり、消防団の活動を通じ、お互いの絆は強いものがあります。ぜひ、私たちといっしょに
地域のために活動してみませんか？
団員には半年ごとに階級に応じて報酬が支給され、退団時は勤務年数に応じて退職報
償金が支払われます。また、賃貸住宅へお住まいの団員は、家賃補助金制度を利用するこ
とができます。（月額４，５００円～最高月額１３，５００円）
１８歳以上の健康な方で、少しでも興味のある方はぜひ問い合わせてください。

問合せ先　□市都市防災グループ　☎52－1111（内線284）

広報たかはま　H29.5.1 7

消防団の主 な 行 事

新春を迎え、高浜市内の消防関係者が一堂に集
結し、消防体制の万全を期するとともに、安全・安心
なまちづくりを推進する行事です。
消防団のほかに、消防署、企業による自衛消防隊

などの多くの方が参加します。

高浜市消防出初式

毎年、年末の２７日から２９日の３日間、市内の火
災警戒のため、市内一円を巡視する活動です。
近年では、地域の子どもたちといっしょに拍子木

を叩き、「火の用心」と大きな声で火災予防を呼び
かけています。

消防団年末夜警

放水活動の基本となるのが消防ポンプ操法です。
安全・確実・迅速に操作を行い、消火をするための

技術を競い合います。
毎年上位をめざし、高浜市の代表としてポンプ車
の部に出場しています。

愛知県消防操法大会

消防団活動の集大成。部隊訓練、放水訓練と、１
年間積み重ねてきた訓練などの成果を、市民の皆
さんに披露する行事です。
きびきびとした消防団員の動きに注目してくだ
さい。

高浜市消防団観閲式

新年度を迎え、新入団員および団幹部の任命辞
令の附与、退職団員の退団辞令の附与が行われ、
新たな１年のスタートとなる行事です。

高浜市消防団入退団式
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近年、全国的に団員減少が問題となっていますが
高浜市においても厳しい状況となっています。そん
ななかでも全国各地で災害は発生しており、消防団
活動の需要も高まっております。団員確保は重要課
題であり、さまざまな施策を推進しておりますが、「市
民が安心して暮らせるまちづくり」は市民の皆さんの
協力なしでは実現できません。
我々消防団も団員一丸となって邁進する所存であ

りますので、今後とも理解と協力をお願いします。

高浜市消防団長　神　谷　浩　史

高浜市消防団役員紹介

高浜市
消防団員
募集

本　　団

副団長　神谷 和寿 団長　神谷 浩史

南部地区（第2分団）

副分団長　鈴木 寛之 分団長　岡本 昌也

東部地区（第４分団）

副分団長　野々山 啓 分団長　矢代 健太郎

中部地区（第１分団）

副分団長　柘植 一馬 分団長　澤田 将也

北部地区（第３分団）

副分団長　坂本 直敏 分団長　村瀬 拓哉
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消防団の主 な 行 事
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安全・確実・迅速に操作を行い、消火をするための

技術を競い合います。
毎年上位をめざし、高浜市の代表としてポンプ車
の部に出場しています。

愛知県消防操法大会

消防団活動の集大成。部隊訓練、放水訓練と、１
年間積み重ねてきた訓練などの成果を、市民の皆
さんに披露する行事です。
きびきびとした消防団員の動きに注目してくだ
さい。

高浜市消防団観閲式

新年度を迎え、新入団員および団幹部の任命辞
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新たな１年のスタートとなる行事です。

高浜市消防団入退団式
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３月の健康自生地認定審査会において、新たに１
か所が「健康自生地」として認定され、全部で９５か所
（４月１日現在）になりました。興味のある活動や近く
の健康自生地に出かけて、楽しく健康的な毎日を過
ごしましょう！
(「健康自生地」は、商標登録第５４８６８３７号です。）

健康自生地って何？
家に閉じこもって生活が単
調・不活発になると、認知症を
はじめとする介護のリスクが急速に高まります。
高齢者の皆さんが閉じこもることなく、いきいき

とした生活を送ることができるよう、皆さんが自分
から出かけたくなるような場所や地域の皆さんとふ
れあえる場所を、高浜市では「健康自生地」と名づ
け、認定しています。
各健康自生地の運営は、地域の皆さんが自主的

に行い、高齢者の皆さんの居場所づくりに協力いた
だいています。

葭池デイサービスセンター（カラオケ） 【連絡先】５４ー４８２２

問合せ先　いきいき広場内生涯現役まちづくりグループ　☎52－9873
　　　　　専用ホームページ「たかはま元気deねっと」 http://www.takahamashi.info/

認定ＮＯ．95

新★健康自生地を
紹介します！

けん　こう　　じ　　せい　 ち

新★健康自生地を
紹介します！

けん　こう　　じ　　せい　 ち

たかはま元気 検索

問合せ先　いきいき広場内文化スポーツグループ　☎52－1111（内線331）

◆おもな意見とその概要

◆実施結果の概要

「高浜市女性活躍推進計画　素案」に対する意見
内容と行政の考え方・対応をお知らせします

無料

時　間 参加費
湯山町四丁目７－１３
（葭池デイサービスセンター）

13：30～
15：00

場　所実施日

不要

予約

第２金曜日

・利用者といっしょにカラオケが楽しめます。
・おしゃべりができ、どなたも気軽に参加できます。
・お茶のセルフサービスもあります。

①修正
対応結果提出人数
③意見として承り②原案どおり

意見募集期間
2月15日～３月１日

０件
④その他

０件０件１人 １件１件

提出案件

意見の
対応箇所 意見に対する行政の考え方意見（概要）

計画案
全体

・一度子育てのために仕事を諦めると、
再び始めることが難しい。

・病児保育などがなく、正職員として働
くことが難しい。
・子どもの習い事の送り迎えができな
くなるため、急な残業などできない。
・市民の声、特に子育て世代のニーズ
を定期的に拾い上げながら進めてほ
しい。一市民として大家族たかはまと
みんなが思えるよう、地域みんなで育
てていけるよう、声をあげていきたい
です。

③意見と
して承り

対応結果

待機児童問題や介護離職問題、長時間労働
など多くの課題がありますが、行政だけでは
すべてを解決することができません。大家族
たかはまのキャッチフレーズのもと、市民の
皆さま、事業者、関係団体・機関、行政すべて
が力を合わせて取り組んでいく必要があり
ます。高浜市女性活躍推進計画策定をきっ
かけとして、高浜市に住むだれもがいきいき
と過ごし、いきいきしたまちとなるよう、市民
の皆さまのニーズをとらえながら課題解決
に取り組んでいきたいと考えております。
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問合せ先　衣浦東部広域連合消防局予防課予防係　☎63－0136

建物の利用者みずからが建物の防火安全に関する情報を確認し、その判断に活用できるようにするため重大な
消防法令違反の情報をインターネット上に公表する制度です。
・公表の対象となる建物　飲食店、物品販売店、病院、社会福祉施設などの不特定多数の方が利用する建物
・公表の対象となる違反　建物に設置が義務づけられた消防用設備など（屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、

自動火災報知設備）が設置されていない場合
・公表する時期　立入検査で違反を確認し、立入検査の結果を通知してから14日を経過してもその違反が継続

している場合に、違反が是正されるまで公表
・公表の方法　　建物の名称、所在地、違反の内容などを衣浦東部広域連合ホームページに掲載
・公表を開始する時期　平成30年４月１日（日）～
※次のような場合には、事前に各消防署予防係まで相談してください。
１　現に使用している建物に飲食店、物品販売店舗、宿泊施設、病院、社会福祉施設などの用途が新たに入居す

る場合
２　現に使用している建物の増築や改築、ほかの建物との接続などを行う場合

７月１日（土）の「高浜芳川緑地多目的広場」
オープンにともない５月１日（月）より予約受付
を開始します。
野球、サッカーといったスポーツはもちろん、

地域の活動など、広く利用してください。
●ところ
芳川町一丁目１６４

●使用料・利用時間

●申込み
２か月分の利用計画書を、利用開始月の前
月（奇数月）10日までに体育センターへ提出
してください。
事務局で調整を行ったのちに、利用開始月

の前月22日に利用日を体育センターで発表
します。
その後、利用許可申請書の提出、利用料金
の支払い後に利用許可証を発行します。
予約をされた場合は、かならず利用許可証

を持って、利用をお願いします。

問合せ先　・高浜芳川緑地全般について　いきいき広場内文化スポーツグループ　　☎52－1111（内線331）
・申込みについて　たかはまスポーツクラブ（体育センター内）　☎52－3415

違反対象物に係る公表制度が始まります
～火災予防条例が改正されました～

７月１日（土）の「高浜芳川緑地多目的広場」
オープンにともない５月１日（月）より予約受付
を開始します

７月１日（土）
高浜芳川緑地多目的広場
オープン！ 吉浜駅

県道名古屋碧南線
高浜芳川緑地
多目的広場

特別養護老人ホーム
高浜安立荘

高平公園

※イメージ写真

使用料

１，０００円／１時間

利用時間
４月～９月
午前６時～午後６時
１０月～３月
午前６時～午後５時
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みんなが思えるよう、地域みんなで育
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問合せ先　衣浦東部広域連合消防局予防課予防係　☎63－0136

建物の利用者みずからが建物の防火安全に関する情報を確認し、その判断に活用できるようにするため重大な
消防法令違反の情報をインターネット上に公表する制度です。
・公表の対象となる建物　飲食店、物品販売店、病院、社会福祉施設などの不特定多数の方が利用する建物
・公表の対象となる違反　建物に設置が義務づけられた消防用設備など（屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、

自動火災報知設備）が設置されていない場合
・公表する時期　立入検査で違反を確認し、立入検査の結果を通知してから14日を経過してもその違反が継続

している場合に、違反が是正されるまで公表
・公表の方法　　建物の名称、所在地、違反の内容などを衣浦東部広域連合ホームページに掲載
・公表を開始する時期　平成30年４月１日（日）～
※次のような場合には、事前に各消防署予防係まで相談してください。
１　現に使用している建物に飲食店、物品販売店舗、宿泊施設、病院、社会福祉施設などの用途が新たに入居す

る場合
２　現に使用している建物の増築や改築、ほかの建物との接続などを行う場合

７月１日（土）の「高浜芳川緑地多目的広場」
オープンにともない５月１日（月）より予約受付
を開始します。
野球、サッカーといったスポーツはもちろん、

地域の活動など、広く利用してください。
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芳川町一丁目１６４
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してください。
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します。
その後、利用許可申請書の提出、利用料金
の支払い後に利用許可証を発行します。
予約をされた場合は、かならず利用許可証

を持って、利用をお願いします。

問合せ先　・高浜芳川緑地全般について　いきいき広場内文化スポーツグループ　　☎52－1111（内線331）
・申込みについて　たかはまスポーツクラブ（体育センター内）　☎52－3415

違反対象物に係る公表制度が始まります
～火災予防条例が改正されました～

７月１日（土）の「高浜芳川緑地多目的広場」
オープンにともない５月１日（月）より予約受付
を開始します

７月１日（土）
高浜芳川緑地多目的広場
オープン！ 吉浜駅

県道名古屋碧南線
高浜芳川緑地
多目的広場

特別養護老人ホーム
高浜安立荘

高平公園

※イメージ写真
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１，０００円／１時間
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４月～９月
午前６時～午後６時
１０月～３月
午前６時～午後５時
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動
場
所　
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浜
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よ
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浜
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漕
艇

セ
ン
タ
ー
（
碧
海
町
一
丁
目
／
臨
海
鉄
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）

募
集
区
分　

中
学
生
、高
校
生
、一
般
（
大

学
生
・
社
会
人
）

会
費
（
年
額
）　

中
学
生
１
，３
０
０
円
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高
校
生
２
，３
５
０
円
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一
般
（
64
歳

以
下
）
５
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０
円
、
一
般
（
65
歳

以
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０
０
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。
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問
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３
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４
５
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問
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広
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線
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）
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保
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師
（
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資
格
）

募
集
人
数　
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干
名

勤
務
先　

高
浜
市
役
所　

市
民
窓
口
グ
ル

ー
プ

業
務
内
容　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
電

話
に
よ
る
健
診
受
診
勧
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の
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付
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付
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問
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と
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習
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介
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程
、
講
習
内
容
に
つ
い
て
は
募
集
要

領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
20
人

※

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

受
講
料　

無
料

※

教
材
費
・
交
通
費
は
自
己
負
担

募
集
期
間　

５
月
８
日
㈪
〜
29
日
㈪

申
込
方
法　

い
き
い
き
広
場
に
備
え
つ
け

て
あ
る
受
講
申
込
書
で
申
込

問
合
せ
先　

い
き
い
き
広
場
内
介
護
保
険･

障
が
い

グ
ル
ー
プ　

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

☎
５
２
│

９
８
７
１

情報
ファイル
情報
ファイル

Information
File

母
子
家
庭
等

就
業
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

消

防

高浜市役所☎ 52－1111
■℻ 52－1110

広報たかはま　H29.5.110

高
浜
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

ク
ラ
ブ
員
募
集

臨
時
職
員
（
保
健
師
）
募
集

救
命
講
習
会

募

集

問合せ先　衣浦東部広域連合消防局消防課　☎６３ー０１３５　http://www.kinutoh.jp

５月２０日（土）
午前９時～正午

普通救命講習Ⅲ

小児・乳児・新生児の心
肺蘇生法、ひきつけ、の
どに異物が詰まったと
きの処置など

知立消防署安城消防署
講習会名

碧南消防署会　場
上級救命講習 普通救命講習Ⅰ

５月２１日（日）
午前９時～正午

心肺蘇生法（気道確保、
人工呼吸、胸骨圧迫）、
ＡＥＤの使用法、止血法
など

５月２７日（土）
午前９時～午後６時

成人、小児、乳児および
新生児の心肺蘇生法、
傷病者管理、外傷の応
急手当、搬送法など

５月２８日（日）
午前９時～１１時

内容

インターネット上で応急手当Ｗ
ＥＢ講習もしくは救命入門コー
スを受講された方が普通救命
講習Ⅰにステップアップするコ
ースで、心肺蘇生法（気道確保、
人工呼吸、胸骨圧迫）、ＡＥＤの
使用法、止血法の実技

実技救命講習
刈谷消防署

定員／費用
申込受付

開催日時

申込先

対象者 碧南市、刈谷市、安城市、知立市および高浜市在住、在勤、在学の方でいずれの会場でも受講できます。
※救命講習会を団体で受講される方は、最寄りの消防署へ問い合わせてください。

☎７５-２４９４　救急係☎４１-２６２５　救急係 ☎８１-４１４４　救急係 ☎２３-１２９９　救急係
５月５日（金・祝）　午前９時～受付開始

先着２０人／無料

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集

◆
第
１
回
講
習
（
６
・
７
月
期
）

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈭
〜
24
日
㈬

受
講
手
数
料　

４
，７
０
０
円

申
込
方
法　

電
子
申
請
ま
た
は
申
請
書
を

郵
送
（http://w

w
w
.aikiren.jp

）

※

申
請
書
は
５
月
８
日
㈪
か
ら
各
消
防
署
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
て
配
布

申
込
・
問
合
せ
先　

（
一
社
）
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連

合
会

☎
０
５
２
│

９
６
１
│

６
６
２
３

愛
知
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
た
め

の
講
習
会
で
す
。

と
き　

６
月
23
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

と
こ
ろ　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー　

12
階

Ｅ
会
議
室

費
用　

有
料

申
込　

５
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

※

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課
景
観
グ
ル

ー
プ
ま
た
は
各
建
設
事
務
所
維
持
管
理

課
へ
申
込

問
合
せ
先

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課
景
観
グ
ル

ー
プ

☎
０
５
２
│

９
５
４
│

６
６
１
２

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
国
の
重
要
な
調
査
で
、

全
国
す
べ
て
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
お

よ
び
企
業
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

５
月
中
旬
よ
り
愛
知
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
・

回
収
し
ま
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら

同
封
の
「
記
入
の
仕
方
」
を
確
認
の
う
え
、

も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
総
合
政
策
グ
ル
ー
プ
（
内
線
339)

で
き
る
こ
と　

た
く
さ
ん
あ
る
よ

き
み
の
て
に

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
「
た
か
は
ま
子
ど
も
市
民
憲

章
」
を
制
定
し
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
子
ど
も
の
権
利
や
成
長
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー

　

プ
（
内
線
362
）

問
合
せ
先

い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
プ
（
内
線
330
）

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

市
へ株

式
会
社
豊
田
自
動
織
機
、
水
野

運
送
株
式
会
社
、
平
成
29
年
度
高

取
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
森
幸
枝
、
一

般
財
団
法
人
神
山
復
生
会
復
生
記

念
館
、
総
本
山
知
恩
院
、
加
藤
一

郎

愛
知
県
屋
外
広
告
物
講
習
会

公
民
館
長
の
紹
介

６
月
１
日
は
工
業
統
計
調
査
の
日

（
調
査
日
が
変
わ
り
ま
す
）

５
月
５
日
〜
11
日
は

児
童
福
祉
週
間

そ
の
他

高浜市役所 ☎ 52－1111
■℻ 52－1110

広報たかはま　H29.5.1 11

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

開
催
予
定

吉浜公民館

公民館名

大山公民館

高取公民館

神谷　利信

館長氏名

酒井　康滿

石橋　勝治

午後

ウィルあいち

ウィルあいち
〃

〃
刈谷市産業振興センター

〃

午前

午後
午後

大府市勤労文化会館

午前
午前
午後

〃

名古屋文理大学文化フォーラム
ウィルあいち

〃

ライフポートとよはし
午前
午後

午後

午後

午前・午後
午前

午前

午前
午前 午後

午後
午前
一般

〃

講習種別

午前・午後
午前

午前
午後

午後

６月２６日㈪

講習日

２８日㈬
７月 ３日㈪

給油取扱所 特定事業所開催会場

４日㈫

２６日㈬

２４日㈪

２０日㈭
２１日㈮

２５日㈫

７日㈮

１４日㈮

５日㈬

１３日㈭

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集



ボ
ー
ト
（
漕
艇
）
を
と
お
し
て
、
心
身

の
健
康
の
増
進
や
ボ
ー
ト
技
術
の
向
上
、

ク
ラ
ブ
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

高
浜
の
海
に
親
し
み
な
が
ら
、
い
っ
し

ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
場
所　

高
浜
川
お
よ
び
高
浜
市
漕
艇

セ
ン
タ
ー
（
碧
海
町
一
丁
目
／
臨
海
鉄

道
脇
）

募
集
区
分　

中
学
生
、高
校
生
、一
般
（
大

学
生
・
社
会
人
）

会
費
（
年
額
）　

中
学
生
１
，３
０
０
円
、

高
校
生
２
，３
５
０
円
、
一
般
（
64
歳

以
下
）
５
，３
５
０
円
、
一
般
（
65
歳

以
上
）
４
，７
０
０
円　
　
　
　
　
　

※

会
費
の
な
か
に
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　

漕
艇
セ
ン
タ
ー
に
備
え
つ
け

て
あ
る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
直
接
申
込

申
込
・
問
合
せ
先

・
高
浜
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
高
浜
市

漕
艇
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
５
３
│

７
７
４
５
（
土
・
日
曜
日
の

午
前
中
）

※

土
・
日
曜
日
以
外
の
問
合
せ
先

い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
プ
（
内
線
331
）

職
種　

保
健
師
（
要
資
格
）

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
先　

高
浜
市
役
所　

市
民
窓
口
グ
ル

ー
プ

業
務
内
容　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
電

話
に
よ
る
健
診
受
診
勧
奨
な
ど
の
実
施

受
付
期
間　

５
月
31
日
㈬
ま
で
に
所
定
の

志
願
書
を
提
出

受
付
・
問
合
せ
先

市
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
（
内
線
279
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
な
ど
が
就
職
に
結

び
つ
く
可
能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

内
容

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
初
級
（
名
駅
・
日
曜
コ

ー
ス
）　

託
児
あ
り
（
無
料
）

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
名
駅
・
土
曜

コ
ー
ス
）

※

日
程
、
講
習
内
容
に
つ
い
て
は
募
集
要

領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

各
20
人

※

募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

受
講
料　

無
料

※

教
材
費
・
交
通
費
は
自
己
負
担

募
集
期
間　

５
月
８
日
㈪
〜
29
日
㈪

申
込
方
法　

い
き
い
き
広
場
に
備
え
つ
け

て
あ
る
受
講
申
込
書
で
申
込

問
合
せ
先　

い
き
い
き
広
場
内
介
護
保
険･

障
が
い

グ
ル
ー
プ　

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

☎
５
２
│

９
８
７
１

情報
ファイル
情報
ファイル

Information
File

母
子
家
庭
等

就
業
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

消

防

高浜市役所☎ 52－1111
■℻ 52－1110

広報たかはま　H29.5.110

高
浜
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

ク
ラ
ブ
員
募
集

臨
時
職
員
（
保
健
師
）
募
集

救
命
講
習
会

募

集

問合せ先　衣浦東部広域連合消防局消防課　☎６３ー０１３５　http://www.kinutoh.jp

５月２０日（土）
午前９時～正午

普通救命講習Ⅲ

小児・乳児・新生児の心
肺蘇生法、ひきつけ、の
どに異物が詰まったと
きの処置など

知立消防署安城消防署
講習会名

碧南消防署会　場
上級救命講習 普通救命講習Ⅰ

５月２１日（日）
午前９時～正午

心肺蘇生法（気道確保、
人工呼吸、胸骨圧迫）、
ＡＥＤの使用法、止血法
など

５月２７日（土）
午前９時～午後６時

成人、小児、乳児および
新生児の心肺蘇生法、
傷病者管理、外傷の応
急手当、搬送法など

５月２８日（日）
午前９時～１１時

内容

インターネット上で応急手当Ｗ
ＥＢ講習もしくは救命入門コー
スを受講された方が普通救命
講習Ⅰにステップアップするコ
ースで、心肺蘇生法（気道確保、
人工呼吸、胸骨圧迫）、ＡＥＤの
使用法、止血法の実技

実技救命講習
刈谷消防署

定員／費用
申込受付

開催日時

申込先

対象者 碧南市、刈谷市、安城市、知立市および高浜市在住、在勤、在学の方でいずれの会場でも受講できます。
※救命講習会を団体で受講される方は、最寄りの消防署へ問い合わせてください。

☎７５-２４９４　救急係☎４１-２６２５　救急係 ☎８１-４１４４　救急係 ☎２３-１２９９　救急係
５月５日（金・祝）　午前９時～受付開始

先着２０人／無料

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集

◆
第
１
回
講
習
（
６
・
７
月
期
）

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈭
〜
24
日
㈬

受
講
手
数
料　

４
，７
０
０
円

申
込
方
法　

電
子
申
請
ま
た
は
申
請
書
を

郵
送
（http://w

w
w
.aikiren.jp

）

※

申
請
書
は
５
月
８
日
㈪
か
ら
各
消
防
署
、

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
て
配
布

申
込
・
問
合
せ
先　

（
一
社
）
愛
知
県
危
険
物
安
全
協
会
連

合
会

☎
０
５
２
│

９
６
１
│

６
６
２
３

愛
知
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
た
め

の
講
習
会
で
す
。

と
き　

６
月
23
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

と
こ
ろ　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー　

12
階

Ｅ
会
議
室

費
用　

有
料

申
込　

５
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

※

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課
景
観
グ
ル

ー
プ
ま
た
は
各
建
設
事
務
所
維
持
管
理

課
へ
申
込

問
合
せ
先

愛
知
県
建
設
部
公
園
緑
地
課
景
観
グ
ル

ー
プ

☎
０
５
２
│

９
５
４
│

６
６
１
２

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
国
の
重
要
な
調
査
で
、

全
国
す
べ
て
の
製
造
業
を
営
む
事
業
所
お

よ
び
企
業
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

５
月
中
旬
よ
り
愛
知
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
・

回
収
し
ま
す
。
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
ら

同
封
の
「
記
入
の
仕
方
」
を
確
認
の
う
え
、

も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
総
合
政
策
グ
ル
ー
プ
（
内
線
339)

で
き
る
こ
と　

た
く
さ
ん
あ
る
よ

き
み
の
て
に

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
「
た
か
は
ま
子
ど
も
市
民
憲

章
」
を
制
定
し
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
子
ど
も
の
権
利
や
成
長
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー

　

プ
（
内
線
362
）

問
合
せ
先

い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル

ー
プ
（
内
線
330
）

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

市
へ株

式
会
社
豊
田
自
動
織
機
、
水
野

運
送
株
式
会
社
、
平
成
29
年
度
高

取
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
森
幸
枝
、
一

般
財
団
法
人
神
山
復
生
会
復
生
記

念
館
、
総
本
山
知
恩
院
、
加
藤
一

郎

愛
知
県
屋
外
広
告
物
講
習
会

公
民
館
長
の
紹
介

６
月
１
日
は
工
業
統
計
調
査
の
日

（
調
査
日
が
変
わ
り
ま
す
）

５
月
５
日
〜
11
日
は

児
童
福
祉
週
間

そ
の
他

高浜市役所 ☎ 52－1111
■℻ 52－1110
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

開
催
予
定

吉浜公民館

公民館名

大山公民館

高取公民館

神谷　利信

館長氏名

酒井　康滿

石橋　勝治

午後

ウィルあいち

ウィルあいち
〃

〃
刈谷市産業振興センター

〃

午前

午後
午後

大府市勤労文化会館

午前
午前
午後

〃

名古屋文理大学文化フォーラム
ウィルあいち

〃

ライフポートとよはし
午前
午後

午後

午後

午前・午後
午前

午前

午前
午前 午後

午後
午前
一般

〃

講習種別

午前・午後
午前

午前
午後

午後

６月２６日㈪

講習日

２８日㈬
７月 ３日㈪

給油取扱所 特定事業所開催会場

４日㈫

２６日㈬

２４日㈪

２０日㈭
２１日㈮

２５日㈫

７日㈮

１４日㈮

５日㈬

１３日㈭

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集



衣
浦
衛
生
組
合
で
の
催
し
・
講
座

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
５
３
│

５
３
７
９

◆
第
13
回
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

■日
５
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

■内
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
碧
南
高
浜
の

両
市
民
が
53
店
舗
を
出
店

・
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
即
売
会
／
午
前
10

時
30
分
〜
、
11
時
30
分
〜

・
模
擬
店
／
み
た
ら
し
だ
ん
ご
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
販
売　

■催
衣
浦
衛
生
組
合
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

◆
ス
リ
ッ
パ
作
り
講
座

古
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
、
ス
リ
ッ
パ

を
作
り
ま
す
。

■日
６
月
20
日
㈫
・
27
日
㈫
、
7
月
4
日
㈫

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

■講
村
瀬
親
弘
氏
（
高
浜
市
）

■募
18
人
（
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切　

■費
無
料

■申
５
月
16
日
㈫
〜
６
月
11
日
㈰
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
本
人
が
直
接
申
込（
電
話
申
込
不
可
）

※
開
館
／
火
〜
日
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
月
曜
休
館
。
祝
日
・
振
替

休
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）

　
　
　

終
活
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

書
き
方
講
座

衣
浦
斎
園

☎
４
８
│

１
６
２
０

も
し
も
に
備
え
て
自
分
の
遺
志
を
大
切

な
人
に
し
っ
か
り
の
こ
し
ま
し
ょ
う
。

■日
６
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

■場
衣
浦
斎
園　

２
階
斎
場
ホ
ー
ル

■講
伊
藤
信
子
氏
（
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■募
50
人
（
先
着
順
）　

■費
教
材
費
500
円　

■申
５
月
１
日
㈪
か
ら
電
話
申
込

レ
ガ
ッ
タ
体
験
教
室

い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ

☎
５
２
│

１
１
１
１
（
内
線
331
）

ボ
ー
ト
（
漕
艇
）
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
半
日
の
講
習

で
漕
艇
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■日
５
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■場
高
浜
市
漕
艇
セ
ン
タ
ー
（
碧
海
町
一
丁

目
・
高
浜
川
河
口
・
臨
海
鉄
道
脇
）

■内
・
講
義
／
基
本
漕
法
、
安
全
対
策
、
漕

艇
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

・
実
技
／
乗
艇
練
習
の
基
礎

※
天
候
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■費
無
料　

■持
運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
な
ど　

■申
５
月
17
日
㈬

ま
で
に
い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
へ
電
話
で
申
込
※
20
歳
未
満
の

方
は
、
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

子
育
て
支
援
員
研
修
受
講
者
募
集

い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育
成

グ
ル
ー
プ

☎
５
２
│

１
１
１
１
（
内
線
363
）

子
育
て
支
援
員
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
講
座
で
す
。
家
庭
的
保
育
の
補

助
者
と
し
て
働
い
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■日
５
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪
、
６
月
４
日
㈰
・

16
日
㈮
・
18
日
㈰
・
19
日
㈪
、
７
月
７

日
㈮
・
９
日
㈰
・
23
日
㈰
、８
月
６
日
㈰
・

20
日
㈰
、
９
月
３
日
㈰
、
お
よ
び
３
日

間
の
実
習

15
日
間
（
全
61
時
間
30
分
程
度
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
最
長
）

予
定

■場
い
き
い
き
広
場
な
ど　

■講
大
日
向
雅
美

氏
（
恵
泉
女
学
園
大
学
学
長
）、汐
見
稔
幸

氏
（
白
梅
学
園
大
学
学
長
）
ほ
か　

■募
20

歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
、

ま
た
は
市
内
で
活
動
で
き
る
方　

■費
資
料

代
500
円　

■申
い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育

成
グ
ル
ー
プ
に
電
話
で
申
込

安
城
市　

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
が
オ
ー
プ
ン

安
城
市
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

☎
７
６
│

６
１
１
１

J
R
安
城
駅
南
に
新
施
設
「
ア
ン
フ
ォ

ー
レ
（
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
）
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
図
書
情
報
館
を
中
心
と

し
た
本
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
え
る

「
願
い
ご
と
広
場
」
な
ど
の
公
共
施
設
と

民
間
経
営
に
よ
る
駐
車
場
や
商
業
施
設
が

あ
る
複
合
施
設
で
す
。
学
び
・
健
や
か
・

交
わ
り
の
場
と
し
て
、
情
報
発
信
並
び
に

学
び
・
健
康
づ
く
り
お
よ
び
多
様
な
交
流

と
活
動
を
促
進
し
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
の
創
出
・
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

■日
６
月
１
日
㈭　

■場
安
城
市
御
幸
本
町
12

番
１
号
（
J
R
安
城
駅
南
、
J
R
安
城

駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）　

■他
６
月
１
日

㈭
〜
４
日
㈰
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
開
催

広報たかはま　H29.5.112

日 日時
場 場所
内 内容

持 持ち物

催 主催

費 費用

講 講師

他 その他

申 申込先・申込方法
問 問合せ先

募 募集対象・人数

◆を■■■■■■

数

法法

数
催 し
募 集
催 し
募 集

西
三
河
イ
ベ
ン
ト

西
三
河
イ
ベ
ン
ト

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集
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地域の「いいところ」（長所・魅力）や「心配なところ」（課題・問題）を一番よく知っているのは、その地域で
暮らす市民の皆さんです。市では「市民予算枠」として、市民の皆さんからお預かりした税金を地域のために有効な
事業を実施する予算としてお渡ししています。平成29年度は「協働推進型」の５事業、「地域一括交付型」では５
つの小学校区が採択され、各団体に交付金が交付され事業が実施されます。
◇「協働推進型」………まちづくりパートナーに登録された市民公益活動団体が市内全体の利益または課題の解決

となる事業を実施
◇「地域一括交付型」…まちづくり協議会やその構成団体が小学校区範囲を対象とし、事業を実施

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線366・339）

平成29年度市民予算枠事業（地域一括交付型）採択一覧　　　　　　　　　　　　　　

平成29年度市民予算枠事業（協働推進型）採択一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民予算枠事業（協働推進型、地域一括交付型）平成29年度採択結果

▲中学生防災・減災アカデミー
（高浜の防災を考える市民の会）

▲４町対抗運動会
（高浜まちづくり協議会）

常に地元で活躍している中学生を防災リー
ダー上級者として養成する。

高浜市中学生防災・
減災アカデミー事業

高浜の防災を考える
市民の会

回想法による高齢者の閉じこもり防止や地
域からの孤立防止および介護予防を行う。

海の環境保全と地域文化の次世代継承をめ
ざす。
高浜市の将来を担う子どもたち（小学４～
６年生）を子ども防災リーダーに養成する。

主　な　内　容

計

計

次世代を担うこども
若者の成長応援事業

将来のタカハマを担う人材を応援・育成す
る。

高浜の防災を考える
市民の会
“昭和”で元気になる
会
高浜(まち)づくり市
民会議

｢美しい海をふたた
び」事業 渡し場かもめ会

子ども防災リーダー
養成事業
“昭和”で元気になる
事業

1,000,000

300,000

800,000

まちづくりパートナー 交付金額（円）

1,000,000

895,000

3,995,000

採択番号

１

５

事 業 名 称

２

４

３

◇高浜まちづくり協議会活動事業　◇３世
代交流事業

主な内容

高浜

◇高取まちづくり協議会活動事業　◇たか
とり納涼夏祭り事業　◇｢地域の絆｣向上事
業　◇ホタルの飛翔復活事業

◇南部まちづくり協議会活動事業　◇おや
じの会ふれあい事業

高取

交付金額（円）

◇吉浜まちづくり協議会活動事業　◇人形
小路の賑わい創出事業

高浜まちづくり協議会

吉浜まちづくり協議会

翼まちづくり協議会

高取まちづくり協議会

NPO法人高浜南部まちづくり協
議会

吉浜

港

翼
◇翼まちづくり協議会活動事業　◇湯山公
園づくりと地域のふれあい事業　◇飛翔の
会ふれあい交流事業

7,086,000

7,590,000

37,382,000

5,410,000

5,279,000

提案者

12,017,000

採択番号 小学校
区名

1

4

5

3

2



衣
浦
衛
生
組
合
で
の
催
し
・
講
座

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
５
３
│

５
３
７
９

◆
第
13
回
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

■日
５
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

■内
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
碧
南
高
浜
の

両
市
民
が
53
店
舗
を
出
店

・
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
即
売
会
／
午
前
10

時
30
分
〜
、
11
時
30
分
〜

・
模
擬
店
／
み
た
ら
し
だ
ん
ご
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
の
販
売　

■催
衣
浦
衛
生
組
合
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

◆
ス
リ
ッ
パ
作
り
講
座

古
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
、
ス
リ
ッ
パ

を
作
り
ま
す
。

■日
６
月
20
日
㈫
・
27
日
㈫
、
7
月
4
日
㈫

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

■講
村
瀬
親
弘
氏
（
高
浜
市
）

■募
18
人
（
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切　

■費
無
料

■申
５
月
16
日
㈫
〜
６
月
11
日
㈰
の
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
本
人
が
直
接
申
込（
電
話
申
込
不
可
）

※
開
館
／
火
〜
日
曜
日　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
月
曜
休
館
。
祝
日
・
振
替

休
日
の
場
合
は
直
後
の
平
日
）

　
　
　

終
活
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

書
き
方
講
座

衣
浦
斎
園

☎
４
８
│

１
６
２
０

も
し
も
に
備
え
て
自
分
の
遺
志
を
大
切

な
人
に
し
っ
か
り
の
こ
し
ま
し
ょ
う
。

■日
６
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

■場
衣
浦
斎
園　

２
階
斎
場
ホ
ー
ル

■講
伊
藤
信
子
氏
（
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■募
50
人
（
先
着
順
）　

■費
教
材
費
500
円　

■申
５
月
１
日
㈪
か
ら
電
話
申
込

レ
ガ
ッ
タ
体
験
教
室

い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ

☎
５
２
│

１
１
１
１
（
内
線
331
）

ボ
ー
ト
（
漕
艇
）
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
半
日
の
講
習

で
漕
艇
セ
ン
タ
ー
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■日
５
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■場
高
浜
市
漕
艇
セ
ン
タ
ー
（
碧
海
町
一
丁

目
・
高
浜
川
河
口
・
臨
海
鉄
道
脇
）

■内
・
講
義
／
基
本
漕
法
、
安
全
対
策
、
漕

艇
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て

・
実
技
／
乗
艇
練
習
の
基
礎

※
天
候
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■費
無
料　

■持
運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
な
ど　

■申
５
月
17
日
㈬

ま
で
に
い
き
い
き
広
場
内
文
化
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
へ
電
話
で
申
込
※
20
歳
未
満
の

方
は
、
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

子
育
て
支
援
員
研
修
受
講
者
募
集

い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育
成

グ
ル
ー
プ

☎
５
２
│

１
１
１
１
（
内
線
363
）

子
育
て
支
援
員
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
講
座
で
す
。
家
庭
的
保
育
の
補

助
者
と
し
て
働
い
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■日
５
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪
、
６
月
４
日
㈰
・

16
日
㈮
・
18
日
㈰
・
19
日
㈪
、
７
月
７

日
㈮
・
９
日
㈰
・
23
日
㈰
、８
月
６
日
㈰
・

20
日
㈰
、
９
月
３
日
㈰
、
お
よ
び
３
日

間
の
実
習

15
日
間
（
全
61
時
間
30
分
程
度
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
（
最
長
）

予
定

■場
い
き
い
き
広
場
な
ど　

■講
大
日
向
雅
美

氏
（
恵
泉
女
学
園
大
学
学
長
）、汐
見
稔
幸

氏
（
白
梅
学
園
大
学
学
長
）
ほ
か　

■募
20

歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
、

ま
た
は
市
内
で
活
動
で
き
る
方　

■費
資
料

代
500
円　

■申
い
き
い
き
広
場
内
こ
ど
も
育

成
グ
ル
ー
プ
に
電
話
で
申
込

安
城
市　

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
が
オ
ー
プ
ン

安
城
市
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

☎
７
６
│

６
１
１
１

J
R
安
城
駅
南
に
新
施
設
「
ア
ン
フ
ォ

ー
レ
（
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
）
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。
図
書
情
報
館
を
中
心
と

し
た
本
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
え
る

「
願
い
ご
と
広
場
」
な
ど
の
公
共
施
設
と

民
間
経
営
に
よ
る
駐
車
場
や
商
業
施
設
が

あ
る
複
合
施
設
で
す
。
学
び
・
健
や
か
・

交
わ
り
の
場
と
し
て
、
情
報
発
信
並
び
に

学
び
・
健
康
づ
く
り
お
よ
び
多
様
な
交
流

と
活
動
を
促
進
し
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
の
創
出
・
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

■日
６
月
１
日
㈭　

■場
安
城
市
御
幸
本
町
12

番
１
号
（
J
R
安
城
駅
南
、
J
R
安
城

駅
か
ら
徒
歩
約
５
分
）　

■他
６
月
１
日

㈭
〜
４
日
㈰
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
開
催

広報たかはま　H29.5.112

日 日時
場 場所
内 内容

持 持ち物

催 主催

費 費用

講 講師

他 その他

申 申込先・申込方法
問 問合せ先

募 募集対象・人数

◆を■■■■■■

数

法法

数
催 し
募 集
催 し
募 集

西
三
河
イ
ベ
ン
ト

西
三
河
イ
ベ
ン
ト

情
報
フ
ァ
イ
ル

催
し
・
募
集

お
し
ら
せ

特　
　

集

広報たかはま　H29.5.1 13

地域の「いいところ」（長所・魅力）や「心配なところ」（課題・問題）を一番よく知っているのは、その地域で
暮らす市民の皆さんです。市では「市民予算枠」として、市民の皆さんからお預かりした税金を地域のために有効な
事業を実施する予算としてお渡ししています。平成29年度は「協働推進型」の５事業、「地域一括交付型」では５
つの小学校区が採択され、各団体に交付金が交付され事業が実施されます。
◇「協働推進型」………まちづくりパートナーに登録された市民公益活動団体が市内全体の利益または課題の解決

となる事業を実施
◇「地域一括交付型」…まちづくり協議会やその構成団体が小学校区範囲を対象とし、事業を実施

問合せ先　□市総合政策グループ　☎52－1111（内線366・339）

平成29年度市民予算枠事業（地域一括交付型）採択一覧　　　　　　　　　　　　　　

平成29年度市民予算枠事業（協働推進型）採択一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民予算枠事業（協働推進型、地域一括交付型）平成29年度採択結果

▲中学生防災・減災アカデミー
（高浜の防災を考える市民の会）

▲４町対抗運動会
（高浜まちづくり協議会）

常に地元で活躍している中学生を防災リー
ダー上級者として養成する。

高浜市中学生防災・
減災アカデミー事業

高浜の防災を考える
市民の会

回想法による高齢者の閉じこもり防止や地
域からの孤立防止および介護予防を行う。

海の環境保全と地域文化の次世代継承をめ
ざす。
高浜市の将来を担う子どもたち（小学４～
６年生）を子ども防災リーダーに養成する。

主　な　内　容

計

計

次世代を担うこども
若者の成長応援事業

将来のタカハマを担う人材を応援・育成す
る。

高浜の防災を考える
市民の会
“昭和”で元気になる
会
高浜(まち)づくり市
民会議

｢美しい海をふたた
び」事業 渡し場かもめ会

子ども防災リーダー
養成事業
“昭和”で元気になる
事業

1,000,000

300,000

800,000

まちづくりパートナー 交付金額（円）

1,000,000

895,000

3,995,000

採択番号

１

５

事 業 名 称

２

４

３

◇高浜まちづくり協議会活動事業　◇３世
代交流事業

主な内容

高浜

◇高取まちづくり協議会活動事業　◇たか
とり納涼夏祭り事業　◇｢地域の絆｣向上事
業　◇ホタルの飛翔復活事業

◇南部まちづくり協議会活動事業　◇おや
じの会ふれあい事業

高取

交付金額（円）

◇吉浜まちづくり協議会活動事業　◇人形
小路の賑わい創出事業

高浜まちづくり協議会

吉浜まちづくり協議会

翼まちづくり協議会

高取まちづくり協議会

NPO法人高浜南部まちづくり協
議会

吉浜

港

翼
◇翼まちづくり協議会活動事業　◇湯山公
園づくりと地域のふれあい事業　◇飛翔の
会ふれあい交流事業

7,086,000

7,590,000

37,382,000

5,410,000

5,279,000

提案者

12,017,000

採択番号 小学校
区名

1

4

5

3

2



健診受診率比較
（健診美磨女エントリー事業前後比較）

H27年度

22.0％ 22.2％ 22.4％ 22.6％ 22.8％ 23.0％

H28年度

22.4％

22.9％

事業スタート前
事業スタート後

広報たかはま　H29.5.114

高浜市国民健康保険「データヘルス」計画の紹介　シリーズ⑳

「データヘルス計画」は＜医療＞＜保健＞＜介護＞などの各種データをもとに加入
者の健康対策を効果的に実施し「健康寿命の延伸」と「医療費の適正化」をはかるた
めの計画です。
昨年度から新たに実施した40歳代の女性の健康支援事業「健康美磨女エントリー」

「健康美磨女の集い」事業について紹介します。

「健康美磨女エントリー」健診受診勧奨事業
小学校5・6年生のお子さんをとおして

健診勧奨チラシを自宅に持ち帰ってもら
い、家族内での話題のきっかけ作りをめ
ざしました。
地域の医療機関、幼稚園・保育園、公共
施設などにもポスターを掲示すると同時
に、年度中に40歳になられる女性には個
別に勧奨案内を行いました。特定健診は
40歳から対象となります。「40歳になっ
たら毎年健診」を習慣化しましょう。

データヘルスで家族みんなの
「健やかさ」を応援します

ちょっぴり　受診率
向上！

「健康美磨女のつどい」を開催しました
協会けんぽとの共催で開催しました。商工会、市内のドラッグストア、化
粧品販売店をはじめ多くの皆さんに協力いただき、参加者の「健康美磨
女」度がアップされました。「アンチエイジング」と「健康」を考えるひととき
となりました。

バレエエクササイズ
も体験！

問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線279）

PREFE I TURA  DE
TAKAHAMA
INFORMA

PREFE I TURA  DE
TAKAHAMA
INFORMA
高 浜 市 役 所 の お 知 ら せ

13ª FEIRA LIVRE DO RECYLE PLAZA
第13回リサイクルプラザ　フリーマーケット

Realização tendo como finalidade a utilização eficaz dos recursos. Haverá um monte de ofertas!!
Data:  14 de maio (Domingo) das 10h00 às 13h00.　※ Em caso de mau tempo será adiado para 21 de maio 
(domingo)
Detalhes sobre a feira livre/ A feira contará com 53 estandes (barracas) de expositores de Takahama e Hekinan.
・Vendas de bicicletas recicladas/ A partir das 10h30(de manhã) e a partir das 11h30(de manhã)
・Barraquinhas/Serão vendidos sucos, mitarashi dango(bolinho doce japonês no espetinho) e outros.

Organização - Comitê executivo de feira-livre, Kinuura Eisei Kumiai.Informações : Recycle Plaza　☎53－5379

広報たかはま　H29.5.1 15

５月の
児童センター

■東海児童センター　☎52－5126　■中央児童センター　☎52－3014
■吉浜児童センター　☎52－1019　■翼児童センター　　☎54－2833
●開館日　月曜日～土曜日　　●開館時間　午前9時～正午・午後1時～5時
●休館日　日曜日・祝日・年末年始

☆参加希望者は各児童センターへ直接申込（申込み受付９時～。定員になりしだい締切）

問合せ先　図書館　☎52－0240

5月の休館日 ２日、９日、16日、23日、30日の火曜日

定例おはなし会　　【本館】図書館本館　【吉浜】吉浜図書室　【高取】高取図書室

※乳…乳幼児と保護者、幼…幼児～小学生

初心者のための絵本読み聞かせ講座
とき　　５月26日（金）　午前10時～11時30分
ところ　図書館　学習室
内容　「読み聞かせの基本のキ」／読み聞かせについて学ぶ、

年齢別読み聞かせ絵本の紹介、読み聞かせの実践
講師　　杉浦潔美(高浜市立図書館司書)
対象　　一般
定員　　20人　　　受付　　５月３日（水・祝）～
申込方法　直接または電話で申込

蔵書点検のお知らせ
６月１日（木）～10日（土）、本館、高取・
吉浜図書室は蔵書点検のため休館します。
各拠点での「いつでもどこでも図書館」
の予約本の受け取りは蔵書点検後となり
ますので注意してください。
※期間中の本の返却は、本館の返却ポス
トを利用してください。

毎週月曜日　午前10時30分～11時

吉浜おはなしタッチ 幼

赤ちゃんおはなし会
「あんよ☆あんよ」

幼

幼

乳

幼

幼

みんなのおはなし会
「よむ♪よむ」

５月６日（土）、20日(土）　午後２時30分～３時

５月13日（土）　午後２時30分～３時

月曜日　午後３時～３時30分

水・金・土曜日　午前10時30分～11時

５月10日（水）　午後３時～３時30分

５月21日（日）　午後２時30分～３時

みんなおいでおはなし会

トキの会のおはなし会

読書アドバイザーの日

乳 図書館スタッフ

図書館スタッフ

図書館スタッフ

マザリーズ

読み手

乳

トキの会

読書アドバイザー
「カタリーネ」

対象

土ようおはなし会
本館

タイトル

５月12日（金）　午前10時30分～11時30分

日時

吉浜

ベビーブックのひととき

高取

5/2７（土）
13：30～15：00

母の日プレゼント
作り 髪飾りシュシュを作ろう。

親子体操教室
「タータン」

簡単ごはん作り

無料

無料

200円

小学生
10人 50円

2歳児親子体操教室「ノンタ
ン」の講師による1歳児むけ
の親子体操

ピザトーストを作って食べよ
う。

5/2７（土）
10：00～1１：３0

5/26（金）
10：30～1１：３0

参加費

小学生
10人

5/1７（水）
15：45～16：30絵本の読み聞かせ 図書館司書による絵本の読み

聞かせ

1･2歳児
親子
15組

小学生
定員なし

朝食を作ろう

5/ 6（土）
～13（土）

5/13（土）
～20（土）100円5/2７（土）

10：00～12：00
小学生
12人

春キャベツとツナを使ってサ
ンドイッチを作ろう。

5/15（月）
～22（月）

当日参加可

申込期間対象

前日までに
申込み
※電話可

行事名 日時 内　容

翼

吉浜

東海

中央



健診受診率比較
（健診美磨女エントリー事業前後比較）

H27年度

22.0％ 22.2％ 22.4％ 22.6％ 22.8％ 23.0％

H28年度

22.4％

22.9％

事業スタート前
事業スタート後

広報たかはま　H29.5.114

高浜市国民健康保険「データヘルス」計画の紹介　シリーズ⑳

「データヘルス計画」は＜医療＞＜保健＞＜介護＞などの各種データをもとに加入
者の健康対策を効果的に実施し「健康寿命の延伸」と「医療費の適正化」をはかるた
めの計画です。
昨年度から新たに実施した40歳代の女性の健康支援事業「健康美磨女エントリー」

「健康美磨女の集い」事業について紹介します。

「健康美磨女エントリー」健診受診勧奨事業
小学校5・6年生のお子さんをとおして
健診勧奨チラシを自宅に持ち帰ってもら
い、家族内での話題のきっかけ作りをめ
ざしました。
地域の医療機関、幼稚園・保育園、公共
施設などにもポスターを掲示すると同時
に、年度中に40歳になられる女性には個
別に勧奨案内を行いました。特定健診は
40歳から対象となります。「40歳になっ
たら毎年健診」を習慣化しましょう。

データヘルスで家族みんなの
「健やかさ」を応援します

ちょっぴり　受診率
向上！

「健康美磨女のつどい」を開催しました
協会けんぽとの共催で開催しました。商工会、市内のドラッグストア、化
粧品販売店をはじめ多くの皆さんに協力いただき、参加者の「健康美磨
女」度がアップされました。「アンチエイジング」と「健康」を考えるひととき
となりました。

バレエエクササイズ
も体験！

問合せ先　□市市民窓口グループ　☎52－1111（内線279）

PREFE I TURA  DE
TAKAHAMA
INFORMA

PREFE I TURA  DE
TAKAHAMA
INFORMA
高 浜 市 役 所 の お 知 ら せ

13ª FEIRA LIVRE DO RECYLE PLAZA
第13回リサイクルプラザ　フリーマーケット

Realização tendo como finalidade a utilização eficaz dos recursos. Haverá um monte de ofertas!!
Data:  14 de maio (Domingo) das 10h00 às 13h00.　※ Em caso de mau tempo será adiado para 21 de maio 
(domingo)
Detalhes sobre a feira livre/ A feira contará com 53 estandes (barracas) de expositores de Takahama e Hekinan.
・Vendas de bicicletas recicladas/ A partir das 10h30(de manhã) e a partir das 11h30(de manhã)
・Barraquinhas/Serão vendidos sucos, mitarashi dango(bolinho doce japonês no espetinho) e outros.

Organização - Comitê executivo de feira-livre, Kinuura Eisei Kumiai.Informações : Recycle Plaza　☎53－5379
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５月の
児童センター

■東海児童センター　☎52－5126　■中央児童センター　☎52－3014
■吉浜児童センター　☎52－1019　■翼児童センター　　☎54－2833
●開館日　月曜日～土曜日　　●開館時間　午前9時～正午・午後1時～5時
●休館日　日曜日・祝日・年末年始

☆参加希望者は各児童センターへ直接申込（申込み受付９時～。定員になりしだい締切）

問合せ先　図書館　☎52－0240

5月の休館日 ２日、９日、16日、23日、30日の火曜日

定例おはなし会　　【本館】図書館本館　【吉浜】吉浜図書室　【高取】高取図書室

※乳…乳幼児と保護者、幼…幼児～小学生

初心者のための絵本読み聞かせ講座
とき　　５月26日（金）　午前10時～11時30分
ところ　図書館　学習室
内容　「読み聞かせの基本のキ」／読み聞かせについて学ぶ、

年齢別読み聞かせ絵本の紹介、読み聞かせの実践
講師　　杉浦潔美(高浜市立図書館司書)
対象　　一般
定員　　20人　　　受付　　５月３日（水・祝）～
申込方法　直接または電話で申込

蔵書点検のお知らせ
６月１日（木）～10日（土）、本館、高取・
吉浜図書室は蔵書点検のため休館します。
各拠点での「いつでもどこでも図書館」
の予約本の受け取りは蔵書点検後となり
ますので注意してください。
※期間中の本の返却は、本館の返却ポス
トを利用してください。

毎週月曜日　午前10時30分～11時

吉浜おはなしタッチ 幼

赤ちゃんおはなし会
「あんよ☆あんよ」

幼

幼

乳

幼

幼

みんなのおはなし会
「よむ♪よむ」

５月６日（土）、20日(土）　午後２時30分～３時

５月13日（土）　午後２時30分～３時

月曜日　午後３時～３時30分

水・金・土曜日　午前10時30分～11時

５月10日（水）　午後３時～３時30分

５月21日（日）　午後２時30分～３時

みんなおいでおはなし会

トキの会のおはなし会

読書アドバイザーの日

乳 図書館スタッフ

図書館スタッフ

図書館スタッフ

マザリーズ

読み手

乳

トキの会

読書アドバイザー
「カタリーネ」

対象

土ようおはなし会
本館

タイトル

５月12日（金）　午前10時30分～11時30分

日時

吉浜

ベビーブックのひととき

高取

5/2７（土）
13：30～15：00

母の日プレゼント
作り 髪飾りシュシュを作ろう。

親子体操教室
「タータン」

簡単ごはん作り

無料

無料

200円

小学生
10人 50円

2歳児親子体操教室「ノンタ
ン」の講師による1歳児むけ
の親子体操

ピザトーストを作って食べよ
う。

5/2７（土）
10：00～1１：３0

5/26（金）
10：30～1１：３0

参加費

小学生
10人

5/1７（水）
15：45～16：30絵本の読み聞かせ 図書館司書による絵本の読み

聞かせ

1･2歳児
親子
15組

小学生
定員なし

朝食を作ろう

5/ 6（土）
～13（土）

5/13（土）
～20（土）100円5/2７（土）

10：00～12：00
小学生
12人

春キャベツとツナを使ってサ
ンドイッチを作ろう。

5/15（月）
～22（月）

当日参加可

申込期間対象

前日までに
申込み
※電話可

行事名 日時 内　容

翼

吉浜

東海

中央



【第 81 回】

の
“撮っておき”

たかはま

「ひと」「もの」「文化」などなど、
有形・無形を問わず、

高浜市の日常の暮らしの中にある
とっておきの「お宝」を紹介します。

「絵本アプリ 
カラクリBOOKS　～藤江の渡し～」
吉浜地区伝統である「藤江の渡し」の文化を子どもたちに
伝えていくため、ボランティア団体「カラクリBOOKS」（代
表：筒井　潔　氏）が絵本アプリ カラクリBOOKSを制作した。
市立図書館に「まちの昔話をデジタル絵本にしてみよう」
と話が持ち込まれ「嫁入り舟」の再現などの取り組みを行っ
ている渡し場かもめ会に取材、市立図書館の職員が物語を描
いた。絵本のデザインは県立高浜高等学校のイラスト研究部
が担当し、愛知工科大学プログラミング研究部が動くアプリ
に仕立てあげた。ナレーションは小学校を中心に読み聞かせ
のボランティアをしている「話・輪・和」（さんわのかい）
が吹き替え、総制作期間約４年をかけて完成した。子どもに
も楽しめるように画面をタッチすると動いたり音がでる仕組
みになっており、制作に携わった大学生の杉村さんは「藤江
の渡しの文化を大切にしている渡し場かもめ会の皆さんとい
っしょに小学校の授業などで使っていただければ幸いです」
と言う。
時代の変化により、昔ばなしや伝統的な祭礼は消えゆく途
上にある。まちの物語を後世に伝え残していくにはインター
ネットやIT技術を活用して、世代に適応した伝え方が求めら
れてくる。若者ならではの手段・方法で伝えていくことにこ
れからも期待したい。
※カラクリBOOKSはアプリとして現在配信されています。
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高浜を愛し、高浜の良さを学んで高浜でたくましく生きる未来市民の育成
「学校」「家庭」「地域」が一体となって子どもたちを育むた
め、毎月、「高浜市が育てていきたい子どもの姿」をこのコー
ナーで紹介していきます。
５月〈礼儀〉
〈めざす年長児〉げんきよくあいさつをします。
〈めざす小６生〉進んで気持ちのよいあいさつや返事をします。
〈めざす中３生〉場に応じたあいさつ、言葉づかい、身だしなみを心がけます。

高浜市が育てていきたい生活習慣・学習習慣  育成プロジェクト
いきいき広場内教育センターグループ　☎52－1111（内線311）

LEIA A
PÁGINA EM
PORTUGUÊS!
ポルトガル語は14ページ

早期配布にご協力ください。

▲絵本アプリ カラクリBOOKS
4年をかけて完成に至った

▲制作を進めてきた大学生や高校生たち

打合せを何度も行
いデザインの修正
をしました

若い人たちが残そうとするもの…


